
平成23年度認知症地域資源連携検討事業

認知症地域支援体制

普及セミナー

地域報告資料

平成24年3月
認知症介護研究・研修東京センター



目次

1.はじめに

2.参加者概要 21 

3.各地域の報告(会場思IJ)

認知症地域支援体制づくちの多彩なアプローチと可能性

~地域特性を活かした考え方・プロセス~

I京諮問11μ
1)宇都宮市における認知症地域支援体制づくりと

今後に向けた取り組み 31 

楠木県宇都宮討す保健福祉部高齢福祉課 佐々木一

2)認知症であってもなくても、共に暮らし続けられるまちづくり

~地域の「暮らしJ~rケアjが地続きであること~……………………… 61
煎本県山鹿市市民福祉部介護保険課 生藤アキさん

3)認知症地域資源ネットワーク構築……ー…………一一………一一一一……一一……………75
大阪清岸和田市福祉政策課 庄間彰載さん

4)認知症になゅても地域で、その入らしく暮らすために 93 

神奈川県鎌倉市健康謹祉部市民鵠康課 高野美離さん

元気まんぷく高IJ代表 渡辺ハルエさん

/聖テレジア地域包括支援センター 佐藤秀之さん

やよいの会 石原千恵、子さん

/湖南鎌倉地域部括支援センター 中村明子さん

青空サEン民生委員 失津島之さん

/ささりんどう地域包括支援センター

l 



|神戸会場 . 一 冊側一 . .  

日兵庫県における認知症地域支援体制の推進について 121 
兵庫県健康揺祉部社会福祉局高齢社会棟 藤原嘉美子さん

2)認知症の本人と家族を地域で支える体制を築いていくために 135 
兵庫県丹波市福祉部分護保険課 金子ちあきさん

3)静岡県護士宮市の取り組み 159 
~誌もが{主み壊れた地域の中で尊厳を保ち、幸せに・健やかに、

安心・安全な告常生活を営むことのできるまち~

静岡県富士宮市福祉総合相談課 稲主藤次さん

4)みんなにいばしょがあるまちをめざして 185 
京都府綾部市社会構祉協議会 山下宣和さん

仙台会場… …~・H ・-….......・H・........ ………  ……  ……… . .  

1) r地域で共同~宮城県認知症支援事業の歩みとこれから，....， 215 
宮城県保健福祉部長寿社会政策課 斎藤絵美さん

気仙詔欝域での取り組み 219 
宮城県気位沼保健揺社事務所 前田知悲子さん

南三能町の取ち組み~東匡本大鏡災を経験して'"'-' 224 
宮城県高三陸町地域包括支援センタ… 高機晶子さん

宮城県認知痘疾患医療センター指定に歪る経緯と

取り組みについて 241 
宮城県認知症疾患医療センター〈三峰病院〉 遠藤異さん

2)認知症になってもいきいき暮らせる町ってええやん!

NICE!藤井寺 253 
大阪府藤井寺市地域包括支援センター 前原由幸さん

3)地域支援体制の構築に向けて

(久万高葉町社会舘社協議会の実践例)

愛媛県久万高原町社会話祉協議会

2 

将朝さん

265 



4.参考資料

認知症支援対策等総合支援事業について 281 

厚生労働省老健局高齢者支援課認知症・虐待防止対策推進室

5.アンケート結果

1)全体集計結果 289 

2)東京会場アンケート結果 292 

3)神戸会場アンケート結果 307 

4)仙台会場アンケート結果 321 

3 



4 



1.はじめに
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平成23年度認知症地域資源連携接討事業

認知漉地域支擁体制普及セミナー

認知症の本人と家族悲

地域で支える体縦を築いていくために

認知症介護研到刷研修東京センター

研究部翻都築 永田久義子

認知症の本人と家族が、安心して暮らし続ける地域応

愈国各地で、息の民い取組みが、一捗一歩、進んでいます。
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欝鰻欝欝轟轟轟礎調臨臨鑑識錯臨髄麟轟轟購甑欝轟轟轟鐘饗翠璽

欝鱗饗欝欝饗璽鶴轍輯鱒麟麟購轍轍麟 :謹j語調i醸しさ鴻妻謀議一一

認知症地域支援体制構築に携わる
医療・介護・福祉関係者等を対象に
認知症地域支援体制の先進事側、
好事例について広く普及させる
セミナーを開催する。

く老鍵j意高齢者支援諜認知疲・獲得防i主対策機滋祭〉

;認知症対築等総合支援事業 ~ I (親知能介櫨研説明修東京センター〉
ヨ〉認知症対応型サービス事業者等賛成事業

護認知症地域産療支援事業

③認知症介護研究・研修センタ}運宮事業

管諮到症対策普及・相談・支援事業

;勢市町村認知症施策総合准進事業

器都道府県認知症施策推進事業

~ ~命認知症地域資源連携検討事業
惨害事齢翁権利擁護等推進事業

窃市民後F宅地進事業
@若年性問知症対策総合挺進事業

〈社会・援綴鰯 際議保健福祉部 事華字車・障害富保競諜〉 込

j認知舵疾慰際療センターi襲撃事業 L) 

I欝;鰻鼠‘..p.鍛挽議築i鴻燕競畿;
;地揖支え合しい1体制づくり欝業 r¥ へ取締倒:1;F御・兇守りネットウーク構築 L，j 

①金臨から器知謀地域支援体策i
構懇iこ闘する事棋の~支襲、
懇理機分析

(i)全国認知接地域3支援韓鱗
推進会議(1部〉

帯平成23年8莞2681二関錐:
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型炉AtJ'ì生器官い~

旗艇が生器官いく

理臆ξ::ミ生活の怠機
*A剛生器官いく宣告主主並立プミまこと主主進主主ヰ当主主主主主L
探艇が生器官いく~有ぷ丸事~，.AJ丈.;;;"'J丸，.A;丸J丸ぷ骨

瞥織 もの忘れ検診 かかりつけ震・専問悪療科〈外来、入院、訪問〉
サボ…ター 守防教護 家族支援ケアマネジメント
饗成講随 予防マネジメント 孤立対策居宅サービスー
機器線数議 箆守り支援 緩和i擁護地域密着型サービス・筋設サービス
きたきがい焚畿地域交流 慮待防止・拘束廃止緊急対応、保護

事寄与性議知疲対策行方不明対業/808ネットワーク
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もの定れ検診 かかりつけ箆a専門医療制〈外来、入韓、詰問}
予防教諜 家族支援ケアマネジメント
予防マネジメント 菰立対策農宅サービス縄

健康教護 見守り支援 権制擁畿地域密着型サービス・施設サービス

生きがい支援地域交流 虐待防止網拘束廃止緊急対応、保護

業1:

啓発
サボ…ター
養成譲渡

若年性翠知猿対策行方不明対策/SOSネットワ…ク

中核磁棋出現期

事と 二と お

難審謹舎費襲

健康教護 見守り支援 権利擁議

生きがい支援地域交流 虐待妨.tt.拘業廃止緊急対応、保護
若年性認知疲対策待合::F:EI箆袋縫/部会~吋ド'7-/';
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すべての自治体が、灘癒をつなぐ
ごJ-ディネート機能を強化し、
鯨知症の本人と援族が安おして暮らせる

ζ盈金地誠支援捧制を
本格鵠!こ鵠く碍代
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翻知症の入を支援する
資滞〈点〉を
増やしてき去三時代
*器知症対応型の
ザーピスl人材
本陸痕・介織の基盤整備

建議知疲地域支媛{本総等
構築推進事幾
・認知症対策連携強化事業

.認知痕ケア多職種共同

研修・研究事業

[時のι…ト会計，し一明ゆた展開へ|

閤

業

本
人
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旗
、
人
々
が
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、
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都道|
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国

認知接地蟻
支語体制構築
(韻事業)
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韓瞳璽霊霊盟聾欝
多種多棟な人の協働が必要
年単位の継続性が必鞭

場参「轟毒薬方針JO)ポイント

1 )膿県を識がす、自鎗域的今と韓擢蜜見掘えて
*臨調主域的理状控題、議韓鵠な警工脅りンタを

2)出事審本位:本人、蒙穣の説嘉"j欝・力畿大事に

3)稜鶴邸主鉢性を大事に:つながりの自日増殖、持続的発罷の鍵

*専丹職、行融職も、まずは住民の一人として

4)謹襲童話〉関有性・臆力を大切に

5)説領域で:伸び伸ぴ、楽しく

*従来の仲内で取繰まずに。

*多額域@興分野、多職種、多様な立壌を大切に。



認知症地域支擁体制づくりを

措翼@継続的に展開していくためにはポイントがある。

~体鱗づくり，=離ザ繍ん提言霊重量的襲議事擁より~

当事者本位
本人、家臓の
接点・声・カを大事に

地織の
車体性を大事iこ

成果豪急がず

これをまでと環状、
晃擦えて

12 

添付の一覧を参照

(/)びのび

地域園脊の
鷺鶏を活かして



争「しか廿JO)ポイント

1 )ピジ翠ンを揚げて、譲歩す
*地域的審議窓入々が、一つ母方開にむけて力をあわせて進めるように

2)体罷作りを謀議する器量震をつくる
け〉推進するコアチーム

⑤ffJ虫として描避するチーム
②地舗で撒議するコアチーム

(2 )/J¥地域(J)I)-ずーとチーム

3)蟻龍鑓を撞う撞識人轄を一建鶴iこ曹てる
コド毒事議t.t議護・立構の入を一体で
コド議事審本盤で帯免、車体的記童書く人を帯てる

ヰ〉すでi之島る事業やとりくみを活かして、報襲警議長義を

¥?〉で鵠ことゆきいこと〉かも雄前麓罷こ惑駐師、韓寵す号/

最前線を相う人材を
一体的に轄てる

ピジ灘ン審
構'1て溝かす

13 

できることがも
着実主主惑薬を
司発信

すでiこ為る事襲を活かして
絹議効果をねらう



+rプロセスJのポイント
1 )現場に出向く、現場の摸犠・声・カをとらえながら
*遺ったら、現場へ

2)一人ずつ、共に進む仲間を壌やす
*翻の見える関様、参観協の人と

3)身近な地元で出合い、諮りあう・動く機舎をつくる
*地先にいる人たちが、出会う、お互いをしる
*いっしょ記活動する体験を通じて、新たなつながりt:.力者

4)ひとつを活かして、つながりと溝れを生みだす
2ドfむとつj老こなすことを目的にしttい
*地器で暮らす、本人・蒙接につながる、行響調くことにこだわりながら

5)新鮮で、楽しく、議むみやすい金額を織り込みながら
*マンネリ記し老いで
*<関心のない〉地域の多様な人たちともつながるようiこ

現場に出向く、
現場の提槽・開・
力をとらえながら

拠に瀧む仲間を
増やしながら

14 

一つを活かして
つながりと、霧誌を
生み出守

身近な地元で出会い
語り合い、一語に勤〈



、

町でr藁1"みたいJ

最重量(J)砂場主らし 子供を噂ろう

Z争

護家離りが
露聖書覇院議語

骨の友達広禽いたい。

防犯パト口一Jレ中
町内会かち表彰状
今家族もとても害事ぷ!

15 



女地元硲子保たちゃ著者たちの島容先生設としても清輝
~多世代がつなが替なが争、変え合う地蟻へ~

『新しいことは覚えられえまいけど、費Cことはよ~く檀えている、
年季の入ったなじみのこと、得意なことを諮る、結える場蔀変。

子供、若者!ま認知誌があってもその人と大の仲良し

←地売の瞥の暮らしゃ郷士の歴史の語り部として
〈すぐ2まれるので、符擦も罷乙轄を鰻りi援し教えてくれる〉
*弱みが、強味に。

←子供や若者にrおふくろの昧Jr郷土食j制ii捜
・この子たちが、でさきるように在るをまで、元気でいなをきゃあ

場からだに染みついている議しい際作を

子供たちが、臨鍵とまねて寧んでいく

子育てに溜む奮い愚慈の相談担手に吋

・彼治意は、つらいよね。
今だけだから、レっかり抱いてあげてねえ。

・あんまり泣いてママさんを閤らせたらいかんよ。

認知症地域支援・体部づくりの取り組みは・..

本常に、現瀧進行形

O 地域で「今を生きているj議事者の
声に耳を潜ませながら

01]'も、「生きているJ

*コールはない

*患の長い取組みを、新鮮に、着実に

O行政の禽薗・推進力・結東方
or地域Jにすでにあるものを大切に
Oモニタリン夕、発偉〈広く市民に怯える)をていねいに

16 



覇地域以外部人とも出金おう醤対話レつながろう

藤準養護鍔 轍車種量母 鐘鱒車霊童諮
難覇I輯禽開常設3ミナ聞岬

難的金需セミナーに参加しfつながる体験iを擁惑したことで

→市〈の職員〉が地域合i罵セミナーを関鑑
間回参議参踊した毎揺撃議長が小地域セミナーを騨舗

と遭難して動き始めた地域もあります。

*r取ザ緩み事伊jの伝播ω地域からの事例の報告J(})良循環が
生まれ、地域全体の推進力が高まるきっかけになります。

O地域3定擁体制づくりと髄翻ケアのー鉢鵠推進

→1¥ンフレッザあなたの町で、認知症ケアの人材
とチームを育てよう」参照

*地元の人材を地元で育てる

*本人本位の人材と「つながりJを一体的に育て、
継続的な地域支援体制づくりの基盤にして

いこうO

17 



認知症地域支援体桜づくりを推進するために

認知植地域支援体制等構築推進事業モデん端域に学ぶ

1.基本方針のポイント

1)影や成薬密急がず、これまでと現状、将来を見据えて

①その場しのぎ、部分的な態組みでなく、全体観をイメージして

@現状をしっかザと点検し、挺4警の把握を。

@これまでの地域の取組み‘議積を活かす。

喰個々の取組みをモニタリングして、課題や成柴を拾い出す。

査週

金どんな地域にしたいのか、当事者、関保者と対舗を震設し、呂議したい地域のイメー

ジを具体的に播く、共孝ぎする、地域に伝える

2)渇事者本位:一覧して本入、家簾の捜惑で考え、動く:個7.lljケアと共通

①常に「誰のTこめの、何のための取結みかjを葉識し、原点に。

②当事者抜きに取締みを進めない。当事者の力雀畠己資源を活かせる仕組みづくりを。

舎既片的でなく、予防から終末期まで本人が辿るステージにそった体制づくりを。

3)地域(J)人命主体性を大事に

。「わが町のこれからjを畠分ごととして場え、自分から動く住民を支え、増やす。

②行政職も、専門職も{主畏(J)一員としてfわが町」むために。生活者の視点で。

③地域のつながりの“自己増殖・発接的経続"をイメージする。

的地壌の国者牲を大事に

合わがお?の「強みJも「弱みJも活かす:地域をあらためでよくみつめる

窃「詣事者、龍畏にとっての地域jを意識して、小地域から、できることから取総監。

5)脱領域で:伸び伸び、楽しく

ぐD後来の枠内で取組まずに。多額域・異分野、多鞍韓、多様な立場を大切に。
舎従来の発想を越えて、伸び伸び、自畠に、楽しく、議11違約iこ。
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2. rしかけJのポイント

1)ピジ渓ンを掲げて、活かす。

①何をめぎしているおかどジョンを明薙にし、関{謀者をひっぱっていく。

争地元の人たちの欝tむと共感、やる気を生むf将来の町の姿jを合言言葉やシンボjレにする。

2)認知疲地場支擦体制づくりを推進する基盤をつくる

(1)推進するコアチームをつくる

ヨ〉行政として推進するコアチーム:コーディネ…ター功行政事務職十行政技術綴十包指職員

岳地域で推進する民間人材のコアチーム:地元!こ必ずいるコアになる人に出会し、協力依頼、認知症

ケア、医療、地域活動、家族支援護事、地域で尽力してそ警ている人たち

(2)小地域リーダーを、バランスよく育てチーム後つくる

岳地域の人材育成|こやみくも敬り組まずに、 IJ、地域ごとのリーダー役をまず嘗てる。

寄住民と専門織の両方のリーダーがチームを作り、:i:体的!こ動いていくための支援をする。

3)最前鎮を強う地域人轄を一体的に曹てる

ぐじさ長持者本位に識をえ勧告きだす地域人材を育成するG

ミ号コアチームやりーダ…育成を基盤{こ、その人たちが主体的・継続的に次の人材を育てていし

4)すでにある事業や敦組みを活かし、相乗効果をねらう

岱福祉保健医療分野の研修やイベントに相乗りする。

争集分野の取組みに格乗りする:訪災対策、子育て支援、自殺対策、地域活性化、環境対策等

お〉できること{小さなこと〉から始めて、着実な成集をだす、艶錯する。

ぐむすぞできることから?設かと」動き出す@小さくても成功体験を生み出す、共有する。

寄あらゆる資源、メディアを活かして、取締みや成果を婿広く伝え、次の呼び水!こ。

19 



3.プロセスのポイント

1 )現場に出向く、暁織の興情・声・カをとらえながち:迷ったら現場へ

φ内々でやろうとしないで、現場に出舟いて、現状を克る、聴く、話しあう。
会出向いて見ると、地域には豊富な資線や力があるのを発箆できる。活かす。

おひとりづっ、共i之進む待問を増やす

CD頗の見える関様を大切に。円iiJをめざし、何をやりたいかJ自分の雷諜で説明を0
~仲間を通じて、つながりのその先のつながり{患分立iまない資源〉につながる。

3)身近な地元で出会い、語りあう・動く(一緒に汗を流す)機会をつくる

①生活韻を共iこする多職種 a住民が(継続的に)鏡抜る機会置場をつくる。

②一緒iこ活動する体験を還して、つながりを潔める。遺成感を共有する。

4)ひとつを活かして、つながりと流れをうみだす簾繍"

さ〉一つだけで考えない。地につなげられる入、場、機会がないか常に考える。

②一つで襲わちない。次にどうつなげるか常l二考えながら動く。

5)新鮮で、議しく、親しみゃすい企菌を織り込んで

CD行2きたい、集まりたい、つながりたい、と患ってもらえる全霊をたてて
舎わかりやすく、なじみやすいネーミングをつけて

@地域なちで誌の行事や、部季折々の風土陶器らしを活かした金躍をたてて

0謀組や成果をできるだけ具体的にする
ぐち今ある課題をで寄るだけ細分化してみる{課題はいくつかの叢思の集合弥)

吋プロセスぬ中で、できるところから解決する。

②ひとつの(小さな)成果の背景、爵遊性を探ってみる(成果も複数の聾悶の集合f本〉

→成果の震なりへと導くプロセスぬとントiこ。
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その地

認知寵地域支護持制普及セミナー参加者観況

援陣T村

寵鎖症地主義寛接鉢輯普説セミナー議参加者機器

込参加者的立場

総長E援渓懇

器産運襲セン

ター， 3.4%

介護保際喜多

業所，

12.2% 

地域怨活支

援センター，

39.8% 

市区町村，

24.1% 

会揚gjJ言十

26 



認知痘地域支擦体制普及セミナー参加者概混

参加市区町村数

認知症地域支援体制普及セミナー参加者概混

参加市区町村数

25 



認知症地域支操捧額普及セミナー参加帯概況

盟r

塁悪知離地譲支譲鉢毒事j警及台ミナ一番知事雪轍j兄

村

24 



平成23年度認知症地域資j原灘檎検討事業

認知痕地域支援体制普及セミナー

実施状況

E;;ht~~彊| 開催m 11 

東京会場 3月1日(木) 155人

神戸会場 3月6臼(火) 138人

仙台会場 3月13日(火): 200人

言十 493人

認知症地域支援体制普及セミナー参加者概況

1繍都道府県別参加者数

0:1東京都 I 68滋縄県 '1 3::香川窯
ア神奈川県 13京都府 7愛媛票

15':新海県 4~'大阪間 38高知県

154富LIJ黒 3兵i議県 46福岡県

，uJII巽 ?恭良県 9佐賀県

山形県 10福井票 5和歌LIJ県 3畏崎県

瞳島県112j山塁塁二三種時二二己鼻持
茨城県 5長野県 O島根県

23 
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2.参加者概要
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3.各地の報告(会場別〉
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3-1.東京会場
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宇都宮市における

認知寵地域支援体制づくりと
今後に向けた取組 O 

宇都宮市保健撞祉部高齢福祉課

F宇都宮市」の概事

-総人民

509. 003人

.高齢者数{寧}

101. 556人(19.95略

.後期高齢者数{率)

46. 987人(9.23誌)

.要合嘩等認定者数(率)

1 5. 550人(15.31鉛

.日常生活醤域

25襲域

平成23年12月末現後 (ーナ
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住めば槍棋だ宇都宮

「ろっぬおや」っτ，とえ電子ところ?

担ヲ 与、

.，"勺守

持率-;:，~ ::-< ......l川町、fミヤリ叩J;';'

何売以い E 語義j殺さl~ヲ..l...ir鴻 5皐後

6号

f 2: 
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宇都宮市にっこり安志プラン 計画期間:H21-23年境
第5次事欝奮吉富錦者保鰭福祉計画・踊4期宇都宮市合護保険事業計麗

[基本理念】

鍵鹿で生きがい受持ち、

安心して富立した生活を送ることができる

笑韻あふれる畏縄社会の実現

{基本田錦】

鍔

轟認知羅高齢者対策の推瀧

施鏑

(1 )認知擁予閉の推進 i会認知議予詰講譲舎の挺糠

(2)諾知器富毒害者と ICD総合的な認知症棺議体制の韓立
分譲審への支捷体制の強備 1②早期艶見・車麗診顕システムの構築

@専門的な認知築ケア体棋の麓備

§翠鎮護分譲者への支緩

(3)認知擁高齢者やその家擦が !とE器類護持髄金議(f)設霊童
暮らしゃすい境域づくりの措選|容認知謀サボーター認知擁キャラバンメイ

ト養成講座轄の開催・支援

争認知慈の人や分護者を支える地縁ネット
ワークの欝築

審認知筆記認しての習志警発事識の揃選
f叩ーナ

33 



認綴盤高齢者等対策の策定・認知獲高醤者等対策懇談会の髄髄
;ijjjjf鴨脚; 1 0名

〔畿な検討内容】

話題知寵予防由撒灘に闘する事項

ロ認知産自高襲告書記介首医者への支揺体制の蝦舗に関する事理

a認認定の高難者やその家臨が暮らしやすい地鳩づ〈りの推進記癒する事壌
3 そ(J)倍恕錯接持繁の議選に閲する響調

fーで

認知盤地域支擦体制構築等推進事業

1興施主体栃木操

2 目的
県内に市町単位でモデル地磁を設定し，

先駆的に認知漉地域支援体制を構築することに

より，県内各地域にその成果の普及を関る。
(平成21・22年度 2か年謎議事業〉

O モデル地域承認日:平成21年6P.118
O モテフb地域:字書官官帯，栃木市(1自大平暫〉

34 



鵠知鑑地域重

3事業内容

等推進事

分区 l 地域支援体議i構築事業 地域安擁体制推進事業

-認知接対1l¥コーディネーター -認知雛ケア等のサポート

の賠罷
-緋徳sosネットワークの欝築

主事業
-地域資灘マップの作成

-認知盤高齢者の家族のネット

ワーク誌を罷るための変溝会の
開催

-その龍

4帯デル事業への取組拐帯え方

地域ネットワークの欝襲忍びモヂん事業終了後の継
続性を考慮し，襲撃議態盤饗議露骨まン護憲一〈罷普君主主盟豊富

既存の地域ネットワークである「鵠蟻重量
購jと謹携し記事欝襲撃覇を関る。

地域の実状等を十分に臨醸している機関と地壊程括支援センタ…が連携を

菌り，高齢者等の多棉なニーズに的確に対蕗することで，議斡者等が金みな

れた地域において安心して生活できる環境づくりを畏鵠に顎寵する金謹。

連合自治会区を単位(39地区〉に，自治会役員，民生饗員.I思護委員，
地区社協，その俄〈医師，ボランティア，警察宮，溝訪問島等〉の護員により

構成されています。
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認短護地域支機体制構築等推進事業

5モデル地震の設定
認知器地域支援体制構築等推進事業の実施にあたり，

本市の地域韓性〈都市却，周辺部，農村部)や高齢佑率

などを考慮し，市内3地震をモデル地区に設定

弔ヂル地阪の概喪

-モチ'ル地区 西，接地区 古車中学枝毘 横川地区

地域包括支擁セン安一 さく§百 かわち ょこかわ

地域特性 都市部 議持部 鹿沼部

高齢化率 24.8% 18.4% 14.6% 

一
行

つι或平*
 

認知症地域支嬢体制構築等推進事業

E霊園理盟理~
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!?」

I川押戸鴫鰯帥培蹴蟻髄包髄能ン刈タ←付一
¥コ-一刊??一i一-ヂイネ一タ一:長替j刑i刊l友子z

軍注目持活抵当主主掴
中心留

14.508人

3.646入

25.1% 

.語当地区は酉地区・桜地区

• 2地区とも高齢拡寧が高く，
独居や高齢者世警も多い。

・*ワオン還りやユニオン通りな
どの宿直詣があるが，シャッター
がおりている臨が多くなっている。

* 平成21章容9月末現在
f時 12



酉・桜地区
E買同署翠ヨ理冨Z浬E富恵理;]ili:t~ヨ

セン歩一義 1名
器護部 2名

聴員数 i主任介噂支援専門民1名
社会福祉士 2名

計:6翁

顕在地|宇都宮市甚2T闘1替7号

地域鶴橋支援セン11ーさくら西の嚇務所は問ピル2階。
その他 i 
3P震・4P皆l京地域活動支擢セン安一うつのみやJが入属してL¥る。

rーで7

酉・桜地区の取組
i①認知症の本人やその家族を地域で支えるための取組 E

認知症の人やその家族が生活の場で出会うさ
まざまな場躍でのサポートを実現するためには，
認知漉サボーター養成講麗の受講者・受講関体
の輯を広げることが必要!

-λ半ぶムー

宇都宮市の中心部である
「商・桜地区Jの強みを活かし，
企業などを対象に，

認知猿サボーター養成講座を開慢

38 
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藍亜聖盟理翠蕗軍軍E霊翠E霊函~1tll軍事

認知症サボ一歩一養成講盤関鐘実績

22間

955人

二

|叡認知義ゲア等の針表DI
地域の分護従事者や関係機関を対象にした督報支換会を
開催し，地域における連携・協働的体鶴づくりを葉撮

鵠構築サー
まどス事業高
を対象iこし
た構報実撰
舎の様子

39 



麗量桜地区の
③認知症の本人を支えるための取組 I

認知症の本人薮寅えるためには，
本人の f想いJ奇漉解することが盤鞭

「聞き取りシートJの槽報を

活用しなが&，認知症の本人や
家族の生活に彼立つ情報や，

事畿のフォ出ーまでをまとめた

シート後作成 fI!¥ 

酉・横地区の取組

r聞き取りシ山トj
の作成

fーでア

r聞き取りシートJ 000擦の暮らし応援暢a

主宰

fーで7
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瞳寵霊童重盛翠盟圏

j智伊豆議:へ

f認知産増域支援体制構築等推進事灘Jは，
r人が地域で・生活を続けるための体制構築事業sです。

地域の中にいる支擦が必要な人たち，
そのひとりひとりの支援体輯受講義していくことが，

地蟻愈体の体輯をつくることにつながる。
謡選に，槙気強く.仲間を増やしていく・

f ゲマザコそっょ マコ、ウごい ?γψ町〆ギむき

41 
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里中学校区
園陸軍毘鴎E注目置

古里中学校区

農村部

人口 15，743入

高齢者数 2，948人

高齢記事 18.7%

・平成19年に宇都宮市と河
内町が合併

・地区内にli，河内地譲自治
センター，保備センター，総合摘
祉セン安ぺ生灘学習センター，
総合体育諸などの公共結設が
多く設置されている。

* 平1f121若手9/HI;z浪芸E
fーでア

E;m}f-:îJ~霊童書室~-tJ\t>-J:，困

センター長 1名

保健脚 1名

様員数 !主任介護支援専門員 1名
社会播祉士 2者

計:5名

"，'宇都宮市白沢町771
*介護老人保鐘施設しら~8'結併殺

公民館車設での居場摂作り

42 



藍彊翠璽耳理軍現理国司

モデル事業を進めるにあたり，宙盟中学校院で取組むべき事業

の方向性を確認するため，認知症や介接に関する意識について
調査を実施(平成22年3舟鵠査〉

に任せる

14剥

アンケート結果

藍彊窪霊霊童E盟盟主盟

i蓄えない・
わからない
33弘

アンケート結果

怠予

言える 56覧

67% 

43 

多くの方が，詞唱で
の介護を希望している
なか r骨髄してく
芸長人記罷せ署員Jとい
重量翼カi24銘あった。

アンケート線系

44覧
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学校区駅

医彊j~~:Oh;置Eヨ

長グ持層
京AC@fJ.;!l1ii

U~ 

[ r見えにくい」本人の想いを知ることが重要)

，-ττ 

古里中学校区の取組
③「本人の想い」を大切にした取組 I

『本人の想い」という見えにくいものをとらえるために，ビジュアル
的なシートを作成

I 'Å (1) ~fij'!5$1-" ~I 私の日ごろの私の気持ちシート ~ ! ll 暮らしぶりシート
m豆認:iIlll'!!lIlI1:
.. 且ふ園田a一回"-"

巴コ巴4
r到にコ
広1r正
直t;.4W二r~llc

44 

• r私の気持ちシート」と
「私の日ごろの暮らしぶりシート」
で構成

・「私の気持ちシートJ'乱
今の自分と向き合うきっかけに。

• r私の日ごろの暮らしぶりシー
ト」は，本人の今の暮らしのあり方，
支え方を振り遮る機会に。

，-て7



藍盟E藍習ヨ盟連盟霊童霊童盟

fーでご
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古里中学校区
14季f私の気持ちシートJとr地域資源マップjの作成 1

(ら云J句何千l

古車中学校区の取組
世ヂJレ事業を通じて感じたこと 1

f何かしたいj という人はたく窓んいる。

地域には，諒知症の本人やその家族を支える
多くのサボ…安ーが罷っている!

f撞量事会議J，本盟書

j自分の暮らす撞壌をよ号轟くしたいという
[想いは閉じ i

46 
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認知重理解へ
*レンジたすき
申書事lirì普災遺義務言語~零封

裁縫ボランティアの饗さんは
今でも地域観樹究機センターを支える

官オレンジ補習ンティとして
得月1間活動しています!
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よとがわ地域詰括支援センターl
コーディネーター:佐藤直記子l
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横川地区の
E!i*trtrt~璽軍事

地域特性 周辺部

人 口 33，567入

高齢轡数 4，940入

高齢記事 14.7% 

-中央，東.顎0>3地区に分け
られる。中央l~農村地区，東.
西i主寵諜地.f:主喝地が多い。

-イン~-パークが出来光先め，
高齢包喜容が市内で一様低い。

一
行

線a，. 
内，
h
岬
問中*

 

横JII地区
[ょこかわ地域包括支搬センターの概要|

臓員数

センター長 1名

保健師 1名

主任介護支揺専門員 1名

社会福祉士 1名

予訪プラン担当 1名

許:5名

宇都宮古屋薮暦578-504

事務所i乱地区の中心となる，横JII地臨市民センターや，
ことぷ審会館〈老人福祉センター〉の近く

，-つ7
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ょこかわ地域包括支雛センターでは，在宅分譲支揖センターの幌より，
F認知雄Jについては特抗力を入れ，地壌の方々と一議広取り組んできた。

一
毘
一

一
網
棚
…

一
功
一

…
て
一

一zν

一

一
一
対
…

血

糊

恥

叩

醐
，
a
を・
--m

…
謹
一

一
知
一

一
認
…

ー

介護の方法がわか昌之まい
教育や諜麗の
著書留機会評議》おい

認知症の症状についての

(臨療・介護・公共機関等の!
連携不定

fーっγ!

早期発見・早期治療に

時間がかかっている

克噌り体言語の不信
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横川地区命取組

医翠翠韮翠 r::(A]ltt=.盟理
認知植の本人やその蒙旗を培場で支えるためには，認知躍
に対する正しい阻解を広げ，構JII地誌に住む一人ひと弓が儲
康iこついての意識を高めることで認知漉等の弗縮予防を関札
早期発完・早期診額に結ザつ付，探知癒高齢者の状態に応じ
た関知症ケアが提撰される体観の灘穏を進諮ることが軍襲。

-L二ι弘一
[ 認知漉の正しい理解;こ聞けた啓発事離の強化 j 

横JII地底的取組
|⑧認知痕ケアの質的向上|

3協鵬躍草野品川i
型理型mejl

50 
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園調理窟彊置室厨理軍軍軍監重要盟四

l~モヂル噂識の取りγ紐み中{こ感じたこと|

fーで丁
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横川地区銀〉取組

|⑦安心して暮らす旦幼たきる横山由区巴町ナ七

ょこかわ地域
包括支援センターの
これまでの取組

横川地区を支える
関係団体や組織

横川地区の取組
|モデル事業を通じて感じたこと l

OIOID 

園嗣固
知っとこで31

頗の見える関係からIi協働刻々

fーでア

(認知症の本人もその家族も そして地域包括支隠
センターも地域に支えられているという気づき | 

fーで7
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宇都宮帯みんなで考える認知漉月間e 

的
色
院

時
県
内
鶴
、
欝
撲
や
灘
成
鱗
臨
も

mE壁
、
議
ω
警

護
wL
議
事
長
車
二
沼
場
思
議
問

ん
な
で
培
え
る
襲
警
思
議
目
、
警
暴
挙

57絵師
議
一
企
土
日
日
付
事

ι

釘目

路
綴
緩
心
部
9
タ
t
緩
機
脳
間
な
ど
告
夜
、
滋
翻
州
議
〓
窓
会
や
制
点
婦
の
間
一
川
寸
一
i

汁
、
一
川
3
3

だ
る
量
願
護
可
襲

2
2
5量
二
と
と
L

a

震

塞

は

空

襲

差

是

議

事

一

務
議
官

tc品
持
黛
晴
朗
隆
志
、
骨
雪
同
担
に
ま
と
め
一
i
懇
忽
幾
凝
の
総
務
縫
一

は
、
骨
線
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
一
た
司
事
帯
と
る
み
で
翠
郎
副
主
縄
問
綴
窓
今
年
笠
パ
ン
・
メ
一

1
デ
1
《告発刷
4
g
v
径
一
獲
す
ア
加
な
ど
V
潟
明
勺
必
獄
、
一
イ
ト
」
の
又
m
T
w
y
ブ明
J
W
J

…

含
む
慈
雲
句
会
等
、
一
義
蒙
務
審
薬
時
一
議
護
毒
薬
γ

忠

喜
章
、
皇
警
が
…
事
た
。
一
い
る
。
務
総
伊
品
輸
筆
致

白
川
月
頃
M
M
畿で
e
湾
内
ゆ
…
窓
滞
絞
り
撚
都
絞
り
総
…
ゆ
院
で
も
鐙
緩
い
て
い
る
市
内
…

ど
に
よ
る
と
吋
発
然
い
と
…
み
域
、
綴
お
の
ゆ
悶
犯
紘
一
合
問
問
キ
ム
ヤ
警
パ
ン
・
メ
イ
刊

し
て
滋
防
あ
務
は
1

察
内
…
然
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
l
一T
T
一ト縁仏制
2
0
0入
。
機
議
一

陶
器
選
蓄
え
一
襲
撃
{
市
文
化
会
一
言
義
務
裏
い
ず
尚
一

市
に
よ
る
点
、
電
波
り
一
察
、
鈴
gw内
容
器
開
症
の
石
努
事
交
努
ゑ
蒙
'

飽
器
開
磁
場
襲
、

2
丈
安
義
立
草
え
る
監
部
一
塁
憲
章
達
、
…

oos阜
務
総
選
5
0
8
一
撃
も

T虫
i
震
の
た
一
霊
主
警
護
ケ
一

人
宮
、
韮
霊
長
五
選
重
恩
時
間
選
一
ア
マ
ネ
学
長
室
綴
一

人
に
増
え
る
と
予
一
綴
各
線
す
る
ほ
か
‘
ザ
ポ
1
タ
一
と
し
ど
だ
務
髪
漆
ど
も
笠

宇都宮市みんなで考える認知識月間e 

r 43 

53 



平成23，年度の取 組

- 宇都宮市みんなで考える認知緯月間

探知縮に対する 認知症ケアに携わる
正しい知織の周知・欝発 箆繋縛介護従事者の連携支揺

認知癌地時富雄体制構譲等推進事襲〈謹知議モヂJI;欝灘〉
での成果が今年度毛織読しています i

fーで丁
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記捕毒事ケア(J)揮さ長え「髄きとりシートJ r議事告し蕗鰭轍J (麗・桜地区)
民生委員の方やケアマネジャーの方が.捜議する地区にお強まい(J)
高齢的方をもっと知る1とめのツールとして.'d &に，本市を越え，
定利下簡でも広がりつつあります!

日拡がる fオレンジ事ランティアJ (古里中学技霊)
モデル事業iこ拳揺された埼玉ランティアの皆窓んの活畿は令も縫いてい
ます。例えば，車いすに恕り付けるパッタの作成・寄付や，中iこはホー
ムヘルパ…2織的資格を説得する人まで!
班に，地区内の分譲宥の会的活動も活艶に奪り，最近でi志家接だ付
ではなく，認知蛮窃ご本人も交端会に参恕されています!

そ(J)襲警，鑑識が議選議寵したい摸JII地鼠)
認知装サボータ一議成講麗考察っかけに，冨齢者の見守リ1:1"課題とな
り，異体的な見守り方法として.閉じこもりの高齢者拡外出してもらう
ため，寝入クラブが主体となり，臨議会のx擦を受付ながら公民翻での
「サロン活動』を隣接!

l…「々……

F参事事ぐる(Jfl1認総議案ケrl
帯都富市町認知霊務総事噂対簸

対策悼を器提言 f
f寸粍ども・・.

今春古見えt:::!替かっ記
課題tJl増えt:いく.‘'

<J之と
署長j ごと



f悲ちぐるおを認知能ケアJO)実現に向け

認知臨ぬ本人ゃを窃家謀O)f懇，'J老大切にし電子が内
部知催高齢者等対策に取り組問培参事幅

三 野1
131Aよ¥劃目置嘩語定哩贋:掴ニ忌
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-.:] 

f蓉培ぐ奇跡官認知機ケヂj 事部響機器襲麹護高齢者毒事対鞭{繍饗織〕

t字書草食衡の隊約奇襲警寄験場等対明書Jの策定ぬ怒鈴主事量豊富づけ

害対主義母総費づけ

じ !iIl湖嫌についてl'fLミ要望車葬式与れマ

亡す 総知症予鈎由主的白書空車自1，J:韓議官!緩んぜいも
組繍犠昆・弘司，調達聖書告のな豹呼捻緩みや

紙、練"10護‘長講話歩進後l，f々針γ鈴毒請が免罪ぞ3パJいる

じ Jt喜語審人的支援が静香られて長

質、 留意鞠緩め人J軒号号'l(~霊訴事華人を寸ド去最緩みな会内金主6

重軽量事者10¥'総手当易事長書記録ち重注巧るゆ

き 事憲章翼畿の獲しい翌聖書事Sこ重量げを懸鉛著書重量め機器E

営 革審ま童話益事産量殺捻遜

議 主義異議選革主義縁者翼翼書総額僻ための栓瀬島o機態{!>
語義務-'il'襲撃 e総殺がS覇者陣した71'鋒畿の誕糞

4 介護護者宮内線3車種

経 者謀総長義o人や電との事量販が毒事もしやすい鴻額づくりの擁護

静 高額数番号ぬ縁寺毒機総抑総量



l私の詰ごろの暮ろしぶりシート I 

記入日: 年 月 自

日ごろから剃隠するef5鹿や行く壌環iま
(スーパー、禁容費、銀特、飲食虐など〉

日ごろから
楽しんでいる
趣味や鋪動は

私の家按の臼ごろの暮らしは

58 

自ごろかち関わりのある友達や知人、
張所の人は

日ごろから
頼り!としている
政艇や親戚は



J患の箆持ちシ…ト | 

私が濃いていた繍の思いおは

私に介護が必要iこえ主った降は

59 



60 



購本県山麗市

市爵輔組豊富分譲{畢醜課 鑑醸アキ

主1;.::Qa!<.;-;:l..lt

i毘
-人口 56，733人 (H23年4月)

@高齢者 17，149人〈高齢化率 30.2%)
・要介龍認定者数 3，636人〈認定率21.2%)
@認知華日常生活自立度

I以上の人 2，711人〈高齢者の15.8%)
E以上の人 1，916人〈高齢者の11.2%)
E以上の人 951人〈高齢者の5.5%)

@ 日常生活圏域 8圏域
@地域包括支援センター直営1か所
@第4期介臨保険料月額4，428円

-議長義(1111議羅主義歯平出遺果a欝E翼運識など〉
@韓富革審毒語、富代出域などの豊富事
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日常生活圏域ごとの状況
|開澗 酬の糊 : 人口 高齢者硝化認知症者認綱引
域 敏率教事

山鹿 1 1市居中心高部齢商者農地域回 18，800 12，625 129.8% 1225 18.6% 
独 多い

大遭 n新子興育住て世宅代地が |7，650 |1，7 |22.8% 1157 19.0% 
多い

八幡・三玉 n商県・農業地域 7，633 2，083 27.3% 182 8.7% 

川辺・平小 中山間地域 5，080 1，773 34.9% 209 11.8% 
城・三岳

鹿央・米国 農業地域 7，404 2，372 132.0% 1300 112.6% 

鹿北 中山間地域 4，700 1，626 34.6% 1186 111.4% 

菊鹿 中山岡地域 6，978 2，422 34.7% 1305 112.6% 

鹿本 1 1商業・農業地域 8，470 2，455 129.0% 1352 114.3% 

要介檀高齢者の自立度分布
患っとも警察ド鍛鵠「豊富時~韓知癌」の人

要支援者除く、介護保険サービス利用者 (22年6月分)

認知症自立度

自立 IIa TIb ma mb w M 
自立

J1 
虚弱 動ける認知症

J2 220人 807人

障害量
A1 

11.0% 40.2% 

A2 

81 

82 寝たきり 事たきり認知症
205人 774人

C1 10.2% 38.6% 

C2 
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閥単独世帯や高齢者母31-(J)盤欝(J)議議はよ号、露悪者(J)菌離主人が増え
ている。一方で壇場の支え会い誌識韓龍し、議立するりスウが高〈なり
生漉支撮や毘守号(J)喜重喜な入が構えている。

iJ欝韓議選警護事審め議Z額四暗裏合管襲撃震建審〈鞭究機轡を輪()的事告知ま寵
擁護。鰭欝鍔難審サーぜスで曹か君主えず、自範醗λ韓持者希聾する憲接
部多く、持議審iま鰻;ない。嘩棒高基輔もi援とんどが龍鋪盤的人。

む

o 
擁立龍(J)酷止、生きがいや韓議づくザ等の轄患い蕗鯖と趨舗が必襲。
璽質問的骨帯縄ル総事診器撤兵船会書叫脅拭色合Nλル指r4:調体i吠rI.¥_

哩ヂ)1"薄審議事〈輯錨羅瞳場3主購体構構襲撃重量賄事-20造審
議〉査監金盛iすとしてw重量購議意義ちぎすも岱

盟錨離を鵠場誌とした

fき議総症の入力t暮らしやすいまちJは「説ちか噂らじ
やすいさ愛ちJであり、高齢者のみ・介議のみの諜髄!こ i
とどまら歩、高く様々なまちづくりの活動!こっ設がっ E

ていくこと

多くの市民が認知痘iこま雪
じでiEしい努擦をちち、
認知症の人tJ~人とレてぬ
尊厳が守られるさまちむな
ること

63 

地震での諒短疲支援のた
ぬのム亙重盛とそのネッ
トワーク佑1J昇進み、産設
と奪F雪遊との協働{による
蟻広い支援体制がつくら
れること

誰もが参加、
誰もが排除さ
れないまち



取り組みの視点とポイント

地域標題を解決するための行政の役醐は、

ぐ号議議欝題を多くの噂門職および地械の人と共有すること。

舎謹識の人が寵品考えて動けるための理壇ヨ玉虫をすすめる。

地場金誌が鼠ら帯えて動く仕組みをつくるために

①学び、書加し、体験する機会を提供

②つなが号、共i之島く待問づくり

ゆつながりの場づく事

寵短療の人にとっ
て必聾なのは、
白々 の通事らしのさ家
ぎ家な滋衝でf笈

ゑ話芸窓会主三品桑
!AJがいること

(r場Jは以前はコミュニテイの取に~ったかもしれないが、今は.織的につ〈る必喜怒がある〉

猟地械から、現場かち動く。動iする入か品、手警つなぐ。強農の取り組みに縛
りをかけず後方支援を。親いていくことがな民より大事。

-物部れ相麟
・臨調限強繊ネットワ山ク(専門医・かかりつ狩藍・包詩嚢揖センタe酬

地楊擁灘のネットワーク構鱒

-緯銭籍地織棄援ネットワークて医療・介霞・2院族・軍属〉
.鯵IIS0Sネットワーク〈膏自民・行政・事灘所・市民〉
・権額i謙獲ゑツトワーク〈祉協・持政・法繍関係者・専問機〉

-地童書密着量聖サービス提点
.介震予詰拠点

・住民活動予サロン支援
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事業の鑑年鑑過(H19-認知症地域支援体制構築事業を起点として)
1 9 20 21 22 23 

人材育成と啓発 認養知成]症地域怖.ートリーダー n 同生 2期生 3期生
4I期~生4期総計測lli人

認知症す車.-9- 23年度末
子どち怖.-9- 約 8000人

そ携の他の怖.-9ーとの連

地構域築資源れトワザ 認知症地域支援れトワザ
〈医療・介護・地域・行政〉

医療連握手vトワサ
〈かかりつけ医・専門医・包t15)

俳〈警佃察S・O行S政れ・トワーク 俳練徳(模1ケ擬所訓)= 
2箇所 13箇局庁 I 4箇所

事業所・地域
sosメー レ登i

権〈法利律擁関護係れ者ト・ワー医ク療・社協・行政〕 成貝t年Y後9- 市成民後見人質

地鼠密着型サービス拠点 GHt ヶ所 GH7 GH9 GH10 
小規模7 小規模8 小規模10

介護予防 介護予防 介護予防

地域と事難所の協働・人材宵戚のための
寵知症地域サポートリーダー韓戚醐塵

金置飽

園寵雲症ggドち竺務省の諜F守ミ丈島幸繋異切な帯主
震研毒を兼ねる) の l 

盛盟主主
圃 介醸圃匡癒サービス事難所の聴員

園 地場包括支援センター職員や社協聴員

個 広報で募集した一般市民

盛自室
1年間E毎月1固の研修会とグループワーク
小規模多機能ホームでの実習

園 地場資;)iマップ作成や俳個槙揖剛|練への参加

国 出前薗塵の企画と参加

年齢や職種もさまざまな市民・事業所・スタッフを、 8つの生活圏域ごとに分17、グルー
プワークや出前講座企画、マップづくり等を実施。 Eいに知り、つながることが狙い
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認知症地域サポートリーダーの活動

サポートリーダーは1年聞の講躍を受講し、
それぞれの地域での活動を農関
身近なところで偲知症の入や家族のサポート役

ま臨域でキャラバンメイトとしての啓銭湯霊長

こどもサボ'-11ー養成問座(グJレープワークのファシリデート}

マップ作成継続と協力者を織やす活動

サ悶ン、地域の緑がわの実施

M知療の人と京族のつどいの概鍛

ま自域!I積サ同ぽス事3院胃?の還蛍推進会E聾への参お

ま由繊の見守り活動や緋鏑容の捜索協力

活動総点づくり{記長人や療業所の立ち上げも}

凝集!lJlや~*-止協力Jlと量主主襲した偲}lU君主総

係閣総ごとのブロッウ会織の5翼線
(宅島2ヶ~Iこ l lli1) 歩調主考案喜準語震の徐被、
滋微量十筏・級官き('1塾生霊ス51ツフが苦手主語〉

騒いきいきサボm ター
鶴み梅若智計算書撃の
学習療法を中II)~ご
した認知慈予務教
聾の罵営

様々な入り口から、関口を広げて人
称号をき霊長室。護参加者の主体的な活動

災後とそのための場づくりを。

シニア揚性キッチンザポ・-ター

介鵬予防ザポ~-

介腕予防拠点やサロンでの支援活動

66 

苦言懇模様訓練のカレ…や予防拠点でのお
やつづ〈り3長逝して介識の現場とかかわる



晶のわずれ嘩購

タッチパネル主主ものわすれ議綴プログラム(議取大学浦上教授
鰯発〉のal'護〈介護予怒号在家芸撃で詩華民}
・ 金返緩を懇話きまE緩センター(認知癒車場減交揺後進員)および疾慾
医療センタ…(漆携担当者)によ~~定期および随時相談対応

匡膏遭掛ネットワーク

専門窪、かかりつけ器産との逮携強化
信~U喜多伊j後滋した幾携とスキルアッブ
かかりつけ慾君主罪悪
サポート霊訟のま宮級会議
努談窓口の主主党
定期的な事例検討会(事業所・ケアマネ刷包括・疾患医療セン
タ一等の事例)や研修会の実施

個.5J!J事例でのE堅調重機腐との室主主警の機会が縫えるこ
とにより、窓綴からの呼びかけでH20年皮「認知慈
地竣支援ネットワーク荻究会jが発足e

討21年度、市内精神科病院が認知症疾見皇陵療セン
ターの指定を受け、医療連携の枠組みが強化、運
揚展開がひろがって懲た。
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地蛾資瓢のネットワ山タ構築

鯨鑓sosネットワ山クと
様錨揖提訓練

・行方不明者を早期発露するための
メール最録制度〈響療と連機〉、市農
や事業所が参加

・排織模様書11錬iま校広崎t伎で、地繊
のすダ田空ーや事業務とともに軒菌、実
描

機嫌訓練は銀特1ケ所ずつ増やす
(協力事業所習をや11>1之、地域との隠し
念日主主盟

槙嫌限擦を鯵狩ることによって・-

i闘IIIの中でi邸婆役1.Jl11霊題専Eされ、主主I&:~き著書として「書室緩級事fJ も
i成田Eづけ、主体的!こ築総百されるようになっ1ゐ
・行方不明!こなることをま朱然!こ防ぐことちで怒るようになコだ

Gli~需の15のF留か11)
行方不拐になっ1志野事!之、多喜男までの時間1.Jl~霊前首で窓ている。
〈ぬi華の F深!t1.JJ1.Jl.上がった〉

地場鷺灘のネットワーク櫛襲

権潤擁護ネットワーク
権承i蓄量践の必華患な人への適切な対応を行うため、
H22年度市役会簿祉協議会会電波ま事室長晃むきーを痴陵台
運営、相談3(:媛、市民フォーラム綴韓筆者抗議後実施。

0法人後見

市民後見人養成績
療を開始

OB常識灘自立支揖事離
。吾意畿箆‘あんしんサービス
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地域拠最悪霊童韓と藷譲事葉譲
{ 

地主義欝藷護サービスiま露知離の人を地域で支えるための審
議主主サ-1::ス様車。
E需主交識や繍韻欝盟、排鋼棋繍醐轍の轟点、
サポートザーダーの喪習擁識としても選題。

介醸予防拠点も重要な活動撫議。
〈地場轡禁事業所・欝がいの事業前網学
童麗設等との欝設〉

審議な構(J)競識はよる費覇の時期描

サ口ン活動号pf鵠蟻窃揺がわJ活動
公驚鍍や蕗宅を寵つてのサロン
ショッピンヂセンターでの貰い物サロン
認知菰の人や憲旗のつどい
一時預かり
多世代史流

地域託金む…J主として、
金5悪や子どもたちも富難民7ふれ晶い、理解する構J
重量譲(J)襲警護や露露支母壊にも
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生活隈域ごとに認知症の人
を支えるサ}ピス拠点やサ
ボーダー拠点告と鞍備、活用

. 待望毒 6 (379) 

A 送鍵 3 (256) 

口療養霊堂 3 (64) 

。グJレープホーム 1 0 
0小規模多機能 川
夜間対応訪問介護 1 (会緩カ

既存施設や事業所
のサービスも圏域の
ネットワークの中での

役割分担と多機能化
が必要

養護者人ホーム 別150)
軽重量老人ホーム 1 (50) 

有料考人ホーム 3 (38) 

介護予鈴拠点 1 1ケ所
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蓄基点等を活用しながら俊民と
事業所、包括が尖iこ動く仕総 | 

盤屋建@ e鰻譲宅診誇護支援〉輔審議 みづくり | 

住民が中心となって行うこと〈稔民とと
も託行うこと〉

地域の方と地塘の躍題審構し命う

地域住民が参加、集まる磯会費増や
す

聴知雄東議のたNJの書発、学饗命機
会づくり

運曽華道会蟻

サポートリー安一線域会接等

鋳鍾喜襲撃菱鱗審議
車業斉イベント

穣類撞菅恭一ー舎一義隷購麗
緯撞讃揖蹄練
難鎖症のA主憲主義のゆEい
ずト瞳苧臨書悪品盤器購
骨髄予患者サボーターや離籍謹サポートヲー
ダーの紹合
予習て求ランテイア(J)結合{社撞〉

覇翼り量豊んでいく議題轄で露;t先暴露轄と擁護襲

鵠塁審番号霊震霊童

e撃事審霊しても、議題があってもっき晶ってくれる地欄とそうでない地曜のF地輔3加の嫌

。議機器中で、本人謹綾織と購襲曜との関普震性が棚れ?とザミゾができていた唱することの
鯵護や審事童書勤電離しい

@さまざまな髄櫨観、考え方が晶る中でのf合意務成j

聯開職(J)臨覇軍

制『本人のさ生活にケアを寄り鶏わせるiことが難しい

e護事門職iま噂F号車襲爵土でもネットワーク作りが警手な人が多い
J地購j雪量幾らない、i轄を金えままい、また器開き金うことの大議まさか品議iずる

そのたぬに

f当事者説点(J)共事』がペース.tふと与ひと等部署警告竜を大事iこし、『髄j後難したネットワーク密議iずる。
@ケア金襲撃や檎識とのF語語審j(/)中から選挙拘職(/)スキルアッブやf議機鈴免iをつぜていくo
e本入者之、かかわる多くor人J抑蟻鶴tl.藍わ号、雲語審会幸運芝わることで、惑かち麗に
なっ苓い令
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盤鰻・介護・培醸混携義組う嶋蟻包括の活動

認知症地境支援護進員をttlL，¥1之、率期からの相談対露と縫続支接、地域への究
接を行なう

-認知症についての相骸対応摸347倖〈延べ775件〉
.主な対応肉容

ー薗'--j 1介蛾サーピスへのつなぎ 91持
.，世胡|噂門限へのつなぎ 51件
でr;'iL量|かかりつけ艇との連携 22件
宅 吾川11京接、地域への支揖 140件緩輯支識が大事i
i _C:;'躍|成年後見場権利擁臨支援 35件

その他隈健機関へのつなず 46件噂

絡ま謀総事章
家主主 40%
介書量司廃業所 20% 
詩言語震後漢13%
語E療機事毒 11事も
その偽 14警告

輔醸舞蕗や3震誕の過緯が各見えてくること

-地域住民や友人との関係が韓いている時点で報穣があれば、支護者も樽られや
すく、役割jを果たしてくれる人も多い。ある韓藍までサービスなしで暮らしていけ
るし、サービス開始後も調傑が続けられる。

・一旦地域や友人と切り離寄れると、そ開後iこつなごうとしても難しく、合穣サ…ピ
スだけで支えなくてはならなくなる。〈暮らしの植が挟〈なる〉→地壌とのつながり
を輯たないx搬が必腰。
・軽震の寵知症の段階から、本人との関係づ〈りや居留の支援をコ…デイネートす
る人載が必要。かかわり振続けながら必要なタイミングで臨機や介醗につなぐ。

・難問診断法議饗t:が、 f棋名』よりr暮らしにくさ』への支援が重要。
・いいかかわりによって、入離や入所の必要性が格段に縛る。

22年度下車修織の新規怨議賓のうち、半年-1年後の状況を檎組 (26人〉
毎号室宅で介醸保険サービス務湾頭始 11人
〈うちサーピスのみ4入、思冨の支援4トサービス7人〉
(2)搬敵入所や入院中 3人〈特菱重鎮・入漉〉
@在唱でサーピスなしで生活 12入
〈うち周聞の見守りや支援あり 詩人〉

26人中専門医受診〈診断〉を受けた人 14人
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震本人、警霊童撃と韓議お鍋舗と塁車問融事つなぐ盤離部品書襲。〈轟本臨こiま鑑識醤謡〉
チームとしての舞鶴を持つ。『本人の声Jr本人(J)カj安大韓民し、共事官する。
韓異母患いも理解しながら、地購と母つ立が明治電壊れ設いよう支謹する骨

〈重主事喜者櫨舗で離鱒してiましいλfとちiこすポーター署警鐘韓盤整襲鐘することャ〉

@ 革審舗と轄醐L‘霊堂書島欝樹事重量抱ること"t!運軍需磯部スキIレアップ

〈ケアマネジメント争ケア(J)撃のi籍上〉やF韓議(J)7.lJ巷つける官

@現構で支寵する立場(J)龍揺購翼のスキJレアップも璽裏i

.r腿知蛾Jを輔さない雰囲集が広がってきた
・早期からの棺践が構掴.r普輔Jは諮ってきた
・報畿内容の変貌f迷惑行動があって笛っているJ→『このような行動をされることに、ど
おようにかかわってあげれiまよいかj

・寵昆i診義者を践的に専問医受診する人が増えた
・かかりつけ謹からの専門罷紹介が増えた

・地識の支譲やサーピス在費けながら在宅で暮らし鵠けられる人が増えを

.議場握点帯で、総知離の人が地域の人と共に普遍!こ退ごしている護軍がよ〈毘られる
ようになった

多くの市民は諒知誌ぬ人を接按しようとiましていない。
むしろ自分たちの謀議護と捷えて支援しようとしてくれる人が多い。
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晃えたこと.
本人とその暮らむを累ながら纏観してかかおる入が必卿。
指から地域の均が欠か嘘考案い。

l懇知症ケアはすべて鋼製ケア。臨知症の人の暮らしの姻~投手 様性をJ
l支えるため獄、冊分離サー以だw抑襲撃時機鞍弘三

鵠題とこれから

1多種多嬢なf生活の埠Iの確保

臨機とするまちづくりにはまだまだ設い道のり
がある。一歩ずつでも欝に進むために、続け
ていくことが大事 i

地撲の中で認知擁の人が地場住民として普通に過ごせる場所を各
地域に多〈確保するこι〈将来的にはまち金体が生活の場〉そのた
めの啓発と入づくり、場づくりを纏緯するゆ

2暮らしとケアがつながったチームケアの擁立
本人の暮らしの継親性を邪麓しないで寄り議きことができるケアの
膿聞のため、地場住民を含めたチームケアを持う体制を整えること。
〈介離も隠療もチームの一員としてケア愈蟻に事態する、事業務問
の棋の漉携を確立する〉
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認知症地域資源ネットワーク構築

岸和田市

岸和国市梅祉政策課

庄需彰義

静人口202，587人(日月現在)
静高齢化率 21. 7% 
接後期高齢化率 9.8% 
多介護認定 9，472人
参認知症日常生活自立度E
以上3，660人
争地域包括支援センター

委託型3館所
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「-岸和白舎の翻造語る前説Jj.

かかザつけ医認知旋対応力

向上研修

5霊祭と介訟の穣修会

Z霊祭と分援の遠鏡会総

若年総翻織の人と務総の

交流会

事ii霞.!iI.令ザネットワーウ

.Im知盟主:tt理事業の企li!ii'~曜盤
・榊~/.'l. (ifi、地域包括支緩センヲー・
係総所、祉協、1]1染者君事}が各ワーキ
ング郎会iこ分かれて金町を実行する

認知悉サボー告-.

ス子ッブアヲブ研修

地域資額マップ

惚知旋フオーうム

Z君主霊議ケア出張研修

全体{集会}研修

平成21年度~現疲

i)> 

多①認知症サポータ一課成、ステップアップ研穆

き@見守りsosネットワーク
ー@認知症予訪

p④専門職研諺〈出張研修)

，⑤医境と介護の連携

(かかりつけ医認知症対志力向上研修綱資j涼マップ)

p⑥家肢のつどい、若年性認知症の入と家族交流会

~(J) 高齢者j盤待防止研惨(出前講蔑)

多争認知症フォーラム(介護セミナー諒年〉

ー※市民後毘人養成及び支援、権利擁護検討会議
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①認知症サポーター講座(岸和田市認知症キャラバン・メイト)

離離盤調

認知症サポーターに何を期待する?

静1回の講座で多くの期待は難しい。

静本当のサポーターにはなかなかなれない。

静でも、普段の介護のなかで、 「少し意識が変わっ
た、少し気持が楽になった」それによって「本人
も少し落ち着いてきたみたい」

静 「少し認知症の方の見方が変わった。意識するよ
うになった」

静 「偏見がなくなった」

ト 「どこに相談すればいいのか分かつた」

~ 
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平成22年度から
~CD 認知能サボーターステップアップ研修 (4 日間)

現在 3期生終了

サボーターステッブアップ研静(企闘メン/(ーが中心となり)

初日 認知砲の医学的理解(医師による講義〉

2日目 グループワーク基本症状や行動心理症状
へのかかわりなど

3日目 現場体験〔ヂイサービス、グループホー

ム、特養など〉、2......3時間

4日自 報告会(研務終えて気付いたこと、学んだこと
、サボーターとしてやりたいことなど

一
》

認知痕サボーター
ステップアップ研修終了証(手作り)

険
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疫が終わってから様々な活動へ

地域の活動(小地域ネットワーク活動)

F地域密着型(グループホーム、小規模多機能)でボラン
ティア活動や運営推進会議に参加

静認知症高齢者見守りsosネットワークの協力員として
静様々な研修やアォーラムにお誘い

島市民後見人として

争額聴ボランティアとして

手若年認知症の人と家挟究流会での審加

静家族のつどい

静介護者家族の会への参加

参現住iま餐発提流会を持い、一言きし合っているところです

静 318日{前言かけ争奪験

②見守りsosネットワーク
所在不明時の早期発見及び普及啓発

静警察との議議 (22年度)

静岸和田市のsosネットワーク (23年度から)と、
他市との広域連携(課題)。

争地域包括支援センターを中心とした圏域のネット
ワーク〈課題)

静一時預かり(課題)

静普段の地域の見守り

》
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③認知疲予防
ー住民のニーズが一番高い

善介護予防教窓(運動)や認知症予院教室(みんなで
グ…ムやレクリエーション)

~ r詣分たちで予防できる地域づくり」を風関
~ 2 3年度DVD作成〈行政、社協、地域部括、等)
~ 2 4年度からDVDを使った予訪で、きる地域づくり

i> 

④専門職研修(出張研修)
ー研務会を開濯しても参加できない専門職

ー出張研修すれば多くの入が学べる

予講師役は市内の事業所から募り、講師の養成、研修
マニュアル作成

き認知症介護指導者を中心とした曹G

ー講師 28入 (6つの斑に分ける)

，研修 22年度から 26由

参受講者約500人(サボーター講鹿も兼ねる〉

ー全大会や定例会

~ 2 3年度 KDC報告会、教材印刷

p 
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認知症は早期発見・診断が大事っていう
けど、どこの病院にいけばいいのか
(住民にとってなかなか、分からない)

惨

争認知症を引き起こす病気がたくさんある

静早期発見、診断、治療・・っていうけど
どこに相談すればいいのか?
どこの病院に行けばいいのか?

住民から期待する専門医とかかりつけ医

静若年認知症、確定診断、行動・心理症状
(BPSD)が高度なときの対応 =今 専門医

静高齢になればなるほど様々な疾患を抱えている
=今身近なかかりつけ医に相談=今必要に応
じて専門医を紹介。

多

介護サービス機関との連携

BPSDの約6割は、身体疾患や薬物の影響

相談にのってもらえる身近なかかりつけ医
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⑤医療と介護の連携

b 

P 認、知症かかりつけ医対応力向上研修

1.平成21年度 6 2名の医師

2. 平成22年度 1 0名の医師

p 平成22年度から、医療との連携会議(年3回)
医師会4名、地域包括支援センター3筒所、行政、
他

p 平成23年度、かかりつけ医への連絡ツーノレ

平成22年度かかりつけ医
認知症対応力向上研修

平成22年度研修

1 .認知症の人の支援 (行政)
2.基本知識・診断 (サポート医)

3.治療とケア (サポート医)
4.連 携 (地域包括支援センター)

険
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早期発見@診断から

参阜期発見・診断から、次につながるなにか

診

予〉

若年認知疲の人と家族の交流

殺平成23年4丹から

鯵家族と本人が森加できる邑本人に数名のサボ…
ターがついて、その人のベースに合わせることが
できる。

鯵全額メンバ一 行政、社会福祉協議会、地域包揺
支援センター、ケアマネジャー等、
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ト

1> 

岸和問まあるい会(奇数月)

勢津和田市禍祉センターを拠点

i> 5月 伴和田城、商府樹散歩

i> 7月 岸和田城、周辺散策

手 9月 神於山鷺山、周辺散策

争 llJ] 芋iまり

長 lJ] カーネーション歩こう会

ー参加者の 1人が、 f歩きたい、外にでたい、
山に登りたいj

p認知症サボータ}もボランティアで捗加

カーネーション歩こう会
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争

事》

「とりあえずやってみよう!J 
からはじめて

静稜々サボーターも勉強になり、本人や家族、そ
して自分たちも楽しめる

多家族が少しでも孤立せずに話し合える

静早期診断からの集える場所

静相談が増えた

課題も多く
静そこに行くまでの手段

静月 1問、半日だけなので。

争保険は? (ボランティア保険)

善事務局は?

争家族会にしていくのか?

争来られる方は、要介護の人が多い。
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b 

i> 

現状は、

p予算化していない

炉事業にしていない(ホームページには載せてますが)

ト委託にしていない

p当円(土曜日)はボランティアで、

みんなで企附して、楽しむ

それほど難しくない(簡単?)

まず、何から始めるか?

ー まず、仲間を作りましょう!

(自分以外に2"'3人)

ー 例)社会福祉協議会、地域包括支援センター、デ
イサービス職員、ケアマネジャー、家族会、等

静 まず、研修か勉強会を開催するのもいいかもしれ
ない
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惨

言》

日を決めましょう

静 2---3ヵ月後に日を設定。

p曜日は?ボランティアなら土日O

場所(拠却を決めましょう

静無料のところ

静少し大きめの会議室も可能

Fデ、イサ…ピスセンター(休みのとき)

襲継続して使えるところ
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c> 

p 

では当日に向けて、案内開始!

ー広報誌に載せたり

，チラシ作ったり

トホームページに掲載したり

トケアマネジャー、痛践に案内したり

pサボ…ターも募りましょう!

簡単な金額を考えてみよう

ーゆるやかな金醒(散策など)

p本人チームと、家族チーム

炉本人チ}ム・・・ 1入に数名のサポーター、

静家族チ}ム・・・家族関士話し合う機会

ー次回どうする? (今日の譲り返り)、参加者の意見
を聞く o
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多

備続のために

行政計指への位置づけ

善介護保険・高齢者

島障がい者

静地域福祉計瞬

第3次岸和関市地域福祉計画〈案)24年度~

-語、知症の理解と認知症サボータ…の鵠験推進

認知症になっても培壌で安心
域住民への理解と支えが必要です。(中略)認知症サボー
謹選するとともに、認知症サポーターのボランティ
壌をJ1;，げていきます。

-見守りsosネットワ…クの取ち組み

3少

器、知症の高齢者が増加するとともに、持方不暁となる語、知症高齢者
等も増加しています。行方不明になった方の早期発見のために協力機
に情報発信する見守ちsosネットワークの構築をより充実します。
地域での予をかけ漉動や、認知症の理解を推進して地域の見守り
ツトワークを菌るとともに、警察との連携や、地域住括支援セン
ターを接としたネットワーク化を図り、行方不明防止と早期発免を関
していきます。
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24年度~

-認知症の早期発見と、医療・介護の連携

身近なかかりつけ医が地域の医療相談として、また地域包括支援セ
ンターが地域の認知症の相談窓口として機能し、認知症の早期発見体
制を推進していきます。認知症の確定診断を行う認知症疾患医療セン
ターや地域の認知症専門医、かかりつけ医の医療連批を推進するとと
もに、認知症の人や家族を支暖するため、認知症専門医、かかりつけ
医、介護専門職など医療と介識の連携を推進していきます。

第3次岸和田市地域福祉計画(案)
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1 まあるし

…..麓4盛・麓5鍵也麓6路事し益軒 FAX:O'7重品4:11四号580
。惑をつけてくださいa 。寄っけて〈ままさいa

ご毒事入場ど導主主襲・要事発華麗 ご氏名 f 司君艇: 2奮4笛 5穏 6盤
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ご2主人雀ど型駐車襲 a耳事持機 ご氏名: 震銭: き蕗4題 5穏 6隠
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参考2:KDC報倍会

平成 24年2月吉日

認知症ケアi二関わる噂門職各位

第1畠KDC(KishiwadaDementia Care)報告会開催
~地域に広げようKDCの輪~

都擦の幌、ますます御櫨務むこととお毅び申し上げます。平藷は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し

ょげを主す。

平成22年度より岸和田市の介識傑験サービス事業務を対象に出張期修を開催してまいりました。
約1年を遊え、多数の事業者様よりご依頼をいただきましたことを、まず拾揮く御礼申し上げます。

~て、この度、「岸和田市の認知症ケア由貿の向上を自的jとした、報告会を関擢させていただく溜
びとなりました。 E填より、事蝶所、グループ、恒人として取り組んでいるケアの内容を富由な野でご報
告現き、津郡田市0)認知議ケアの鷺の向上に一躍担って頂者たいと考えています。

認知症ケアiこ対する熱い懇いを、岸和田で語り合いましょう。欝棟の著書却を心よりお持ちしておりま
す。

記

開催日時:平成24キ3尭24E!(土 13:00......16:00 

場 所:岸和関市立福祉セン告-1帯大会議議

内 容:認知雄ケア報告会{潰題発謀、ポスター発表、エッセイ、標語、 JII柳など)

講師として沖田裕子氏をお迎えしています。

発表に対し、講師からの総評、コメントをいただく予定です。

報告会 テ…マ・発表者

しわが家 fわが家涜認知症ケアへの取絡み!こ 6、グループホームアムール岸和E8Wグループ
ホームでで、きる性的逸脱行動(ピック病)のあ

ついて~最後まで住み寵れた地域で選手らす
る利用者への対応~おばあちゃんの癖暁がな
くなった~]

発5後者:上岡くみ子氏
発表者:大山暢宏氏

7、罷本介護センター岸羽田『認知症の人が佳
丸岸和田市社協『岸和岡市における権利擁護の み彊れた地

仕組みづくりについてJl 発表者:上出修平 域で生活が結綾できるように家族支援のあり

氏 方についてi
発表者:後語審藍緩氏

止渡辺病読 f還務リハの認発知表識者予;防の実際前顕
8、高寿圏訪問介護『ほっとし1てんか二人

で好いたようにしたいねん~~ 発表者:上
葉活性化を中心!こi 絵本祥平氏

回恵子氏

4、渡辺病院『当践における認知疲高欝者における 9、いなぽ荘 W!議謝~出違ったすべての人へ
生活機能回後訓練の諜態~歯擦をを中心iこ1
発表者:前回早紀氏 発護者:

5、渡辺病院『認知疲高齢者!こおける作業療法プロ
グラムへの晴好調盛』 発表者:宝来知世

氏 ¥ 

※参恕襲懇料
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~童相制服に詣っても

そ的

神奈川県議倉市鍵豪福社部

市民{建震諜 河野菜樹

-人口 177，225人(H24年1月現在〉
幽生活圏域 5地域 Jζ1j 

-h 

・高齢化率 27“5%(75歳以上が13隠9%)ぺ¥
z要介護認定者数 8，158人
縫要介護認定結果

袈支援1・2: 2，035人

要介護1-5: 6雪工23人
欄地域告括支援センター 5か所

(H24年1月現在〉
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鎌倉市 5地域の高齢化率 J恥

， H2g~，:9現在

倉市命取り組み Jヘ

O認知症ザホ。一歩一養成講産〈市が事務局〉

線こども認知酎ポーター養成講座 JTJ 
。認知症介護予防普及啓発事業 :::>.......- -k_. 

c脳いきいき健康塾(介護予防プロクラム)

。認知症相談事業

認知疲地域支援フォーラム

(市民参加型の地域冨福祉総医療・介護の関係者
が認知症対策の仕組みづくり進める〉
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.J _. 

鎌倉市俳価高齢者

sosネットワークシステム j 
防災行政用無線

かけこみ 110番(市内の地域包括支援セント
や介護事業所等)

緊急時ショートステイ事業〈モデル事業を経て特養や
老健施設苓14笛所の受け入れ開始予定)

成年後見制度利用支援補助金

認知症かかりつけ医マッフ(震師会作成)

jまも

市民参加型のは忍知症地域支援フォーラムJをきっ
かけに、市内の自主的な活動を行っている、Jグ
jレープを知る。 ノJii¥

地域に根付いて、それぞれの課題に取り組で、
地道に活動している。

地域の自主グんープの役割の

重要性や大切さを実感!
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八百塵さんが呂々お暮らしの中世 勺
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地 と草壁で趨摺扇 ......1_-

高齢者を支える地域の J 
インフォーマルな活動ザ

職場組み内容斡組合

盟元気まんぷく会:介護予酷体諜園認知症予防i
aやよいの会:高齢者の孤立化防止 J71¥ 
圏青空サ田ン:地域のコミュニケーションを図る

他にも地域で活動しているグループ・.E 

-第3地区社会福祉協議会地域活動

.小袋谷いきいきサ田ン

園北鎌倉台商庖街 その他
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鎌倉市介護予防自主グループ

r元気号'h.c尽く会j
活動報告

王手成24年3足1日

認知症地域支援体観普及セミナ…

「元気まんぷく会J劃会長 渡辺ハル工

鎌憲子巨頭越地域介識予防自主グループ元気まんi5¥く会

鍾憲市特定高齢者施策〈苅気アップ毅窓〉修了者による

介護予防を目的としだ自主グループ

。設立 :平成21年6月組織化して活動を開姶

O苅象者 :65歳以上 介護認定在捜けていない方

。会員数 :約40名
OJ謹曽費 :市からの補助金及び金轡徴収

。活動日 :毎週火曜日9: 30'"'-'11 むO
〈活動場所iこより異なる〉

0)活動揚所:・腰越学吾センター 集会室
-地域自括支援センター霊テレジア

。活動内部:・運動を中I~\Iこ、予誌に関する講崖や器楽

・閉じこもりの器止や援々な方との交流の揚

.教室以外iこち忘年会やお若男などの活動
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鎌倉市畏と一緒

!こ体操

(市長カフェ)

羽ガの様子

静かな落着いた時間を過

ごします

先生の諮撃がつかない時

はDVDを観ながら

f荒川区;ころばん体操」
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告曜箭

正気まんぷく会会長の

関級生が講師です



皆さんで、元気に歌を唄うことも認知症予防

足以L

最近の活動腰越学習センターにて

現在は40名近くlこなり会場も手狭になってきました
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当会の名前の由来でも

ある「万福寺Jへ散策

忘年会にて皆さんと一緒

にハイチーズ
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地

活

域 鎌倉市腰越

動 介護予防体操・認知症予防講座

1 .元気まんi5¥く会

渡辺ハル工氏

2.基本情報

名 称 元気まん15¥く会

地域の特色 昔ながらの面影を残す地域と、昭和40年代頃に開発された住宅地が混合した地域

です。車の通る事が出来ない路地や坂道が多く、高齢者の外出機会が減る原因の1

つとなっています。

3 主な活動内容

1)楽しく運動を続けるために・

平成21年に設立。鎌倉市の「元気アップ教室」が終了した後ち、介護予防のための運動が

楽しく続けていけるように、市役所や地域包括支援センターと協諦し設立にこぎつきました。

毎週、火曜日の午前中が活動日です。当初は、月2回、体操の先生に来ていただき、それ以

外はDVDを見ながら自分疋ちで体操をおこなっていました。現在は、ほとんど毎週のよう

に講師の先生に来てい疋だき活動しています。

2)体操だけではなく…

今では体操だけでなく、自彊術やヨガの先生にも来ていただき活動し、介護予防(認知症予

防〉の講座を受けたり、認知症予防を目的に毎回歌を唄っています。会独自の歌集を作って

いるほど皆歌が好きです。また、定期的に体力測定を行うことで、易体の状態を確認してい

ます。

毎年、年末には講師の先生もお誘いして、忘年会を開催し交流をはかり、気候が良い季節に

は、鎌倉散策へ行く事も楽しみのーっとなっております。

3)これからの活動

設立は10名ほどだった「元気まん15¥く会」ですが、今では約40名となり、今後ち増える

と思われます。会員の増加に伴い会の運嘗について課題も出てきていますが、皆の「これか

らも住み慣れた地域で元気に過ごしたい」という、願いが叶うよう会を継続して行きたいと

思います。
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潔沢協議 自主活動サロン

「場事制窃会J
活動報告

平成24年3月1日

認知症地域支援体制普及セミナー

「やよいの会J代袈 苔原千恵子

f認知症サボーター養成講座Jを行いました

一緒にビヂオも見ました
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「認知肱サボーター養成講座Jrこて
自分たちにできることを、みんなで、考えました

「認知症サボーター養成講座」にて

サボ…歩ーの印のオレンジリングをつけました
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1 .リレ一発表者

3 

や よ い の 4202Z 怜

石 譲 憲子氏

基本情報

称 やよいの愈

1出 19t 石原氏鴇

4z2x b、 18名

芭 部 会議の親謹を冨り、部じを防ぐことで、住み慣れた地域で安IQ，¥

地域の特色 錬護市の密室Eにある、鈴40年前に開発された山の上の住宅地。高齢化が目立って

いだ 10年iまと前に詑べ、ニ吉孝替差宅や新しし1務いf主民も増えている。シニアの会

の活動ち活発で、パス旅ほや地域全f本;こ翠びかけて諾うパーティ主主どをfまっている。

nrやよいの会jとiま?
iこ、 E悪氏宅で盤禽舎を在っています。その中で、会員はあ、しゃべりを楽しみ、

ミニ繍艇を浸けています。 3舟i二輪給だので、 fやよいの会Jと名づけられま

始めたきっかけと経緯

2αコア年3月、民主要識だつだ石原氏が、一人欝らしをEされている15や、

1J'りの7さなど、気iこえまるこ個別{こ声をおかけして、愈が始まりましだ。

されたiま

8名でしだが、

!こ諮る方iこ手緩や警轄でお誘いしだt0、会員からの紹介ちあったりして、現在は 18名の方が参加

しています。認めはお認がなすまないこともあちましだが、今でIel:会員がお買いに情報交換をして

います。体謂不良でお休みをした方!こ誌、五態氏や愈議1Jt言かけをしてし、きをす。

3)会員の声

fおしゃべiつ1Jtでさきて、気持ちがすっきり 「力をもらえます」といっ?と惑懇があります。

4)今後の護霊

一人喜らしの主活を弱るく元気iこしてい?とだくために、会員の皆さんのつながりを大切にレて、

これからも無理せず、楽しく続けていをきたいというのが「やよいの金J全員の濃いです。
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玉縄地域民生委員自主活動グループ

r骨密守口~J
活動報告

平成24年3兎1日

認知症地域支援捧髄普及セミナー

「青空サ己ンj畏生委員 矢j霧器之

君

ゆJ

らくだ公麗介護の話など質問にもお答えします。
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域廼盟企冨近隣の方々が集い田繁されています。
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1 .青空サロン

矢 之氏

2.基本情報

I也 1現 鎌趨市北西部の関谷、域題、

j富島

地域の嬉邑

《玉謁域路地芭〉

公躍をま持掲して遊離{主畏との懇識

告くはi度上地憾と噂!まれ疋玉縄城跡の跡地周辺で山の上部!こあり、告く

が点在している。多くは昭和40年代から開発言され詑新興i主主建議。 Lじのよ部iこみ

り商j道は鰐〈、関い物!こ行くにi立壊を登り降りし設ければなら設い地域です。全体

!こ近隣の伯命いが簿く、高齢信が進告している状涜です。

3 主な活動内容

1)南控サロンとは

私が担当地援の公盤、 3欝摂で平自の午前9碍から118寺の閥、公闘周沼の方々が集い、お

摂、コーヒー1J:.どを欽みながら位締結、四万山話を遇してコミュニケ…ションを臨るのを呂

的1;:;言語を寄っています。参加識は年齢を悶わず、どなたでも都舎の践し'8警に容器自菜、都

合が悪iすれば途中還需は自由としています。

2)童話的f三惑っかけと経緯

民生霊員を委嘱されましだが、地域のこと、逗欝住民のことなど知もないことだら

けでしだ。そこに3. 1 1東日本大地震撃が鵠慈、地壊のコミュニケーションの必嬰i肢を強く

聴い、伺後しだら良いのか?i司が出来るのか?を奪え、公璽でのサロンを鯨いつ窓ましだ。
アウトライン若者え、民生委員の持欝!こ認し去とところ欝同と協力を得ましだので時自サ口ン

在行おうと決めましだ。

3)活動内容

平成23年6舟2081ころくだ公冨で第1・・・・・・・・-IQ]自を紙験的!こ行lパ、どのようiこレだち出来るの

かを確認してかも、 3公欝でI11買繰りに月オ ""'2回のペースでサロンを関擢し、現在iこいだっ

ています。民全撃を識の{中関、市高齢者いきいをき謀、自治会の方々、地主要言語支譲センタ…の

方々の協力を簿て、介護の話、軽い体操、tl:!:関誌などで近隣の方々が気楽に集える議所とし

て活動していますω1広報は約200枚のチラシを作成し、ミド詑ちと室主砲昌覧で宿っていきます0

4)参加者の声

「近所で顔を合わせ、絡が出来るのがうれしいム fこのような捷在袴っていましたJなCの

障が寄せられています。今後話、サ弓ジ参担者から選議協力顎若i替やし、曙来的には地区で

自主運嘗が出来るようi之容れほと考えています。

このような活動をして患うこと拡後先をあまり考えず、ます司王、起をま動かしてみよう!活撃し悲が

ら轡えればいいや!と患い揺って動いだのが良かったと患っています。色川、問題点はありますが、

しながお沙しすっ欝決して行けば鍔とかなりそうだと考えていをまず。
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報密以外の運動-1

品
一
品

坂ノ下・

6， 000 

-揺村ガtl慈

1. r第三浩監社会寵祉協議余地域活動J
高齢者を支える地誠活動

岩津藤語氏

2.基本構報

地域

地域の特伯 た報畏の地識で、高?悪箆・長谷寺在ど震史ある遺物やお寺が移く、

江ノ噂沿線にあるZ聖域である。高量舎{乙率ち29.4%と高い池誠。

3. 
襲撃沼地区社会福祉協議会ではこれまで一人事らし高齢警の愈議議、

主主期的iこ懇談金を行い、自治町内会会長と民生委員で意見交講をし、いろいろと鍛ち組みを行って

さきている。

海岸譲iこ治った縮長の地域でA.B.C地区と 3箇所の地域に分iブての活動となっている。

1 )一人審らし喜齢者の会食会は昭和61

稽村ガtl憲gj;岳会舘を会露として、

-長谷公会堂・

しろホーム・軽費護憲静養鍾の協力

で墨設を用意して、会話在諜しみながらの設事合を行っている。

まだ、護霊講話・分譲予誌や譲誰t隠輔の捷供を行し1、地域の…人暮らし高齢蓄;こ元気に生?き

いただjするように活動している。

年間9自開壊し、3会議iこて、廷べ500 250名のボランティアが集っている。

2)配蜜サービスとして、権主義寺・諮封方tl護士語法限定で昭和61年より行っている。

4ケ所の艶点jこ運び、ボランティアが見守りながら属ける
方式で行っている。お月を部く議選火曜と金曜の年語90191300禽を問える。

指祉蹄設・拠点の開閉・組織横議目指ボランティ?の協力で成り立っている。

3)サロン活動let平成22年より市社協地頭福祉担当とサCン[ごついて鑓強を霊却、 3

た山し合し 1、~J '¥イキング形式の会主主会2
ーを敵みながらハープのj重奏を聴く，~ ~幼稚欝完と控ii諦め交流Jv 

イム』

して妊っている。出かけやすい揚所で楽しい企璽をきっか111C近畿の人記容がお互い顔の

りができる。

車'ÔtJ~提唱1&て重要6tt~.越正賓ブぐりtJJ!EðÓk.二 5五7・謂宿厳設・事f!j鮮の諺設さき懇で、ポラ;/j=ィ-y;

宮、設設'lllJØiJz幸彦、 Æ~妻真意識rJøf$Æと(;)コレd:1C!'clコで f
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幸躍をお以外の活動-2

1 .小袋谷いきいきサロン

大畠三綾子氏

2.基本'1諾報

名持

地 i議

小袋谷いきいきサロン

小袋をき潟謹

活 動 3隠体損・5界選・講習会・季節に

撞援の特色 額か所の闘治会に隣接している地域。小袋谷に畿?棄しだ諮識の方や、?定歩30分以

ょの乃格参加。

先祖代々からの!日家と、新しく謬ち生んだ人が諜在している地域。

小鶴谷いをきい窓て70ンとしての活動!立高齢者いをきいをき線の介諜予防事業として行

っている。それに小袋谷公会堂をお語りしている。公設蛍の使用ゆ広報について自

治会の協おそを簿ている。

3 主な活動内容

n沼3盟の{本震〈第1""第3金鶴間午前108奇""'12時〉

2)第4あるいfel:第5金曜日に司王強・ -事節!こよってお賞事会等。

3)地域の特剖養護老人ホーム!こで体操を披露撃し、一鰭に行うという入所者の1.)との設流のボラ

ンティフフ〈去年は6月・ 11毘の2臨〉。

4)事務で作つだ作品は、これまで30点控い。平鏡24年君主に作畠震の予定がある。

〈司王強の講師iま参1Jo者がお互いに教え会う。〉

5) 訂控ケア、器短痘サm'ータ一議成講艦、搬り込め詐取対策講座等。
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報告以外の活動-3

1 .北鎌結合商居傷みとみ青葉j苔

一回博子氏

2. 

名称

揚援

活 動 お惑をささ去とのふれあい活藍

地壊の持色 鎌鰭市の北l二倍髄レ、昭和40年代{こ需発されだ生怒地む現在!立高齢化が進み、高

齢化率が40%を超えている。地主義の;言2註誌が謀議となっている。

3 主なj舌霊|内容

1) u，つでち、ちょっと

J吉舗のレジのあたちゃ、野3誌などを謡けた擦の玄関先で立ち話のとさきなどに、お客をさまか5

ご家庭での密りごとの根設をを紫げることがよくあります。たとえばそれは、来臨態のいざこ

ざであっ芝りもじますが、鰻i設では認知症の相談を受けることち増えていきます。

2)懇話語ができ疋頃

私fとちがここ今車台に来たのは、

少恐くて、お客さんも少なく毎日が開崩体議の状態でし芝よ。詔和43年撲だつだと鳴いま

ずが、子供が生まれた頃には商j苔街!こちだくさんのお患が入って、それからは鞍やかで

階部舗は人でこ、った返していて在到がでさきる援どでしだ。今患えば、古窓良をき時代でレた。

3)筒齢化の瀧んだ今

時代|法夜わり、賑やか1J:誇代を共iこ馨6しだあ、警警ざまだちも歳を重ねた今、間り

をを裂けることち増えてきまし乏。たとえば畿道私、とてもレっかり屋さんの近所のおばあとさ

その妻まの譲さんから懇談をきをけましだ。話夜間くとどうも認知症iこなって

し1鎧っているようでレだ。余計なものをいくつも織ってレまつだり、話題懇莞む人iこだまさ

れた詫ち鰭かされ廷ので、濃さんには、お向かい!こでをきだ介護髄設の人が認知症に詳レい1)¥

5、そこへ絡識に持つ疋らいいよと話レまレた。認知般のことなんかは、その道の等Fうの人

[こっ忌がると設いと闘いていますので。

4)注みt賓れたこの今般命で

高齢化の進んだ令でも務からの馴染みのお客さまがだくさんいます。みんなが元気で、住み

'潰れたこの今車台で毒事らレ腕げられるといいと、そんなことを想っています。昨年、商庖会

が主催レて、「認知症の人と援競!こやさしい蕎宕笥[こなろうjといそう講圧を(認知症サボーター

麓成講座)があつだので、私龍夫も態強させてもらつだところです。
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認知症かかりつけ医マップについて

鎌倉市医師会副会長

認知症サポート医

井口和幸

認知症かかりつけ医マップ

昨年鎌倉・逗葉認知症フォーラムを立ち上げその充実を
図ってまいりました。今回我々は厚生労働省の指針に
添い認知症サポート医と共に地域のネットワーク作りの
一環として、認知症かかりつけ医対応力向上研修を受
請された先生方の御協力を得て、地域の医療機関ネット
ワークマップを構築できました。

地域行政、歯科医師会、薬剤師会、訪問看護事業所、
介護保険事業者の方を通じて地域市民の方々に、安心
して相談できる医療システムとして御紹介させて頂きま
す。今後は地域の認知症患者さんのお役に立つよう運
用していく所存です。

112 



業
向
ク
リ
ニ
ッ
ク

祭
出
の
叫
判
ク
リ
叩
一
ッ
ク

一法??岬棋出
h
y
り
時
一
ッ
ク

み
か
ベ
拙
欄
縛
齢
制
M

丹制特
h
J
り叫…ック一

湘
綿
一
線
山
内
線
ヘ
イ
ン
ク
リ
…
一
ツ
ク
一
V
N
e
h

波
予
診
療
一
般

に
へ
い
山
内
制
特
ク
リ
一
一
ッ
ヲ

本
線
内
務
M

持制特臨陣蜘腕

ハ
イ
ラ
ン
ド
ク
リ
ニ
ッ
ク

セ
ン
ベ
"
と
議
子
ク
ワ
一
一
ッ
ク

綴
湾
総
念
品
中
相
時
ク
リ
ニ
ッ
ク

湖
南
ク
リ
ニ
ッ
ク

占
師
属
品
題
開
臨
時
隣

邸
中
盤
陣
銭

鎌
倉
昌
明
時
鵡

鐙
比
ガ
渓
内
務
ク
リ
一
一
ッ
ヲ

橋
本
ク
リ
ニ
ッ
ク

酋
弁
ク
リ
ニ
ッ
ク

材
木
座
診
檀
官
房

沼
沼
医
俣

井
口
内
科
窓
際

鎌
倉
雪
ノ
下
ク
リ
ニ
ッ
ク

小
株
内
科
医
院

広
川
態
様
臨
守
海
原
援
制
特

雪
ノ
下
診
療
所

意
平
均
J
り四百
y
h
J

七
皐
が
渓
診
療
所

腰
総
中
央
保
険

に
し
か
設
現
ぬ
峨
峨
料
診
療
齢
制

爾
鎌
倉
フ
ア
草
リ
ー
ク
リ
則
一
ッ
ク

深
沢
中
央
診
練
所

遠
藤
ク
リ
一
ヲ
ク

s・
と
う
ク
リ
ω

…ック

あ
い
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
船
夕
立
…
ッ
ク

骨
捕
際
関
脇
科
肉
料

湘
期
滞
縦
軸
押
級
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

祭出
m
ク
リ
ニ
ッ
ク

ハ
ー
ト
ク
ワ
ニ
ッ
ク

道子メンタルクリニック
桜井向陽先生

認知症かかりつけ医マッフ(大館地区)
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認知症かかりつけ箆マッフ(西鎌倉地区)
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認知症かかりつけ医マップ(逗葉地区)
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地域をもっと見つめてみよう j‘ 

一…つながりをもつことの大拐容を~.." .. 

Oそれぞれの団体がそれな引こ一生懸命、認知

症対策や高齢者支援のために取り組必で主hる
が、横のつながりができていなし¥0(例え I~れ地
域ケア会議やフォーラムなどをきっかけに)関係世
をもつこと。

。市民活動においても、地域ご
や地域義が生じているため、

格差をま毘めていかれるような

地域への支援を考える。

地域的関保機関やインフオーマ)~な活動上
グjしープとのつながり

戸み
......--，... 
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、そして市民が

行政主導型の施策だけでなく、市民が主役と

なり持続的に活動できるよう、地域社会の枠組
みづくり

地域内での諸団体の活動を横につないで、いく
連携づくり(インフォーマルやフォーマル

な社会資源)

地域に根付いて継続的に活動が

続けられるような支援のあり方。

える

既存の事業やできるところから、

小さな一歩から、

始めていきますG
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